
 

 

 

 

 

 

 

 

 

       単位フレーム ２Ｐｘ３Ｐ （Ｐ=９１０㎜） 

        における「ＭＡＫ－Ⅰ」耐震ディバイス 性能 
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試験体の形状・寸法 

 

 

 

 

 

 

木造軸組試験体 

（単位フレーム ２P×３P） 

木造軸組 + MAK-I 耐震ディバイス 

（１基装着）試験体 

（単位フレーム ２P×３P） 

木造軸組 + MAK-I 耐震ディバイス 

（２基装着）試験体 

（単位フレーム ２P×３P） 
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木造軸組試験体（１０５角 単位フレーム ２P×３P） 
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試験体 A-1d
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木造軸組 + MAK-I 耐震ディバイス（１基装着）試験体 

（１０５角 単位フレーム ２P×３P） 
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木造軸組 + MAK-I 耐震ディバイス（２基装着）試験体 

（１０５角 単位フレーム ２P×３P） 
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ダンパー２基

ダンパー１基

フレームのみ

A-1

A-2

A-3

○詳細値

δ ｖ Pu δ u μ Ds δ ｙ Py K

降伏点変位 終局耐力 終局変位 塑性率 構造特性係数 降伏変位 降伏耐力 初期剛性

ダンパー１基 A-１ 57.747 1.997 200.129 3.466 0.411 38.648 1.337 0.035

ダンパー２基 A-2 78.785 2.353 199.860 2.537 0.495 52.128 1.557 0.030

フレームのみ A-3 61.319 1.152 199.748 3.258 0.426 40.797 0.766 0.019

○壁倍率
A-1 a c d 平均 二乗平均 σ CV ばらつき係数 P。 Pa 壁倍率

Pu(0.2/Ds) 0.744 0.816 0.973 0.844 0.722 0.095 0.113 0.947 0.799

1/120 0.716 0.808 0.927 0.817 0.675 0.086 0.105 0.950 0.776 0.776 0.427

A-2 a b c
Pu(0.2/Ds) 0.886 0.950 0.955 0.930 0.866 0.031 0.034 0.984 0.916

1/120 0.836 0.866 0.868 0.857 0.734 0.015 0.017 0.992 0.850 0.850 0.467

A-3 a
Pu(0.2/Ds) 0.541 0.541

1/120 0.508 0.508 0.508 0.279

ダンパー２基

フレームのみ

ダンパー１基



 

 

 

Frame+2.0Hz×1台

Frame+0.5Hz×1台
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制振装置の速度依存実験結果と木造軸組み載荷試験とから
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         2P×3P 

 



 

 荷重－変形関係（減衰の考慮あり） 

 

ダンパーのみはダンパーの等価せん断力（ダンパーを含めた架構の耐力－減衰の効果

含む） 

 

Ｑda＝Ｑd／Ｆh 

 

Ｆh＝ 
１ 

｛１＋１０（ｈｆ＋ｈｖｅｄ）｝ 

 

 ここで、Ｑd ：ダンパーを含む架構の任意変形角時の耐力（減衰の効果を含まない） 

     hf ：架構のみの任意変形角時の減衰定数（内部粘性減衰＋履歴減衰） 

     hved：ダンパー単体の任意変形角時の減衰定数 
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